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平成３１年産かんきつ類の着花状況は、総じて少ない状況であったものの、園地や樹

によるバラツキが見られた。 
また、満開期はほぼ平年並みで、新梢の発生は良好であった。 
各品目別の詳細は以下のとおり。 

 

(１)温州みかん （１２１園調査） 
 ①新梢の発生は良好で、着葉数、樹勢とも中程度であった。 

  ［発芽期、展葉期とも平年並み（早生品種、果樹試験場調べ）］ 
 ②満開期は極早生で５月１０日頃（平年より２日遅い）､早生で５月１０日頃（平年

並み）､普通で５月１１日頃（平年並み）と思われる。 
 ③着花指数は平年を１０とした場合、極早生で１０．３、早生で８．２、普通で 

８．１であった。 

   
(２)清見 （１２園調査） 
 ①新梢の発生は良好で、着葉数もやや多く、樹勢は中程度であった。 
②満開期は５月１３日頃（平年より１日遅い）と思われる。 

 ③着花指数は平年を１０とした場合、９．３であった。 
 
(３)不知火 （１３園調査） 
  ①新梢の発生は良好で、着葉数もやや多く、樹勢は中程度であった。 

  ②満開期は５月１１日頃（平年比１日早い）と思われる。 
  ③着花指数は平年を１０とした場合、１０．２であった。 
 
(４)はっさく （１２園調査） 
 ①新梢の発生は良好で、着葉数もやや多く、樹勢は中程度であった。 

  ②満開期は５月１２日頃（平年比１日早い）と思われる。 
③着花指数は平年を１０とした場合、１０．１であった。 


